
































































































































































       現存   滅却 
 三 重  ９４２ ５５４７ 
 和歌山  ７９０ ２９２３ 
 愛 媛 ２０２７ ３３４９ 
 埼 玉 ２５０８ ３８６９ 
































当時としては新奇だった）。南方は、一九〇六年六月二六日にこの変形菌を採集、標本番号 Myc. 104 
の番号を附し、同年一二月二三日には、これを含む採集標本計七十個をロンドンのリスターへ送った。








































































































































































































































































 また名宛て人の松村その人に学名が献名されているキノクニスゲ（Calex matsumurae ＝マツム
ラのスゲ）やキセルガイのような希少生物が棲息しているなど、「千古不入斧の神林にて」豊かな自
然植生が維持されている。それは、生物世界のつながりの結果として「湾内へ魚入り来るは主として
此森の存するによる」という生態学（エコロジー）的な状況をもたらしており、「是れ已に大なる財
産に候はずや」。生物学の観点からも、漁業資源の涵養という地域経済の観点からも、神島の希少な
生態系の意義は大きい。ところが、「合祀厲行の為め、村役場員等成るべく無性をかまえ、又利益を
私にせんと心がけ」合祀を推進することで旧神社林が聖域でなくなり、ながく維持されてきた神社林
は結果として資源としての活用がはじまることになった。「合祀の為め只今濫伐に及んとし、たとひ
濫伐せずとも、神祠已に去たるを以て人之を憚らず」。この島でもいくつかの希少生物は「合祀と共
に全く絶果たり」。 
 
5 紀南の植生の独自性と神社林 
 それにしても、南方が「わが国特有の天然風景はわが国の曼陀羅ならん」（「神社合祀に関する意見
（原稿）」、全集七巻五五九頁）とたたえた、紀南熊野古道沿いの森とは、かつてはどのようなものだ
ったのだろうか。 
 紀伊山地は全体が険峻な山塊で、その最高部は標高一二〇〇メートルを超え、他方海岸線近くには
平地が少ない。本州が黒潮に向かって南に突き出した部分である紀伊半島は、温帯の本土から亜熱帯
へ向かって張り出したような地理的環境になっている。南方が「紀州田辺湾の生物」（昭和四年）で
列挙したような、オカヤドカリ、オオタニワタリ、ヒルギ、ハマボウといった亜熱帯型の生物が目を
惹く海岸線付近から、ブナが卓越する、東北日本にも似た涼しげな落葉広葉樹帯が残る（わずかだが）
最高地まで、その生物相の幅は広い。 
 紀伊半島の広大な山林は、近世から人間の経済利用の対象となり続けてきた。その結果、今日では
その大部分が人造のスギ林、ヒノキ林となっており、人間以前の自然植生は姿を消している。 
 一〇〇年前に南方の眼前に広がっていた紀南の森の状況は、南方の文章と、現存する断片的な生態
系とから憶測をするしかない。 
 その、南方熊楠のみた紀南の森については、次のような推測がある。 
  
もし人間がいなかったら、紀伊半島南部にはどういう森林が見られるのでしょうか。［…］護摩
壇山系（田辺市龍神村など）、果無山系（田辺市中辺路町など）、大塔山、法師山の頂上付近には
［ブナなどの］落葉広葉樹があります。そして低いところには［…］シイやカシの林があります。
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その間は、ほとんどが植林になっていますので、自然植生、人間がいなかったどういう林がある
のかということはほとんどわからないのです。でも、崖や交通不便なところに断片的に残って
いる林から考えますと「中間温帯林」というものがあったと想像されます。常緑広葉樹のアカガ
シに針葉樹のモミ・ツガ・コウヤマキなどが入った林です。［…］恐らく熊楠は中間温帯林をた
くさん見たのだと思います。水上、妹尾、兵生など、熊楠が採集した場所には、現在も、崖に少
しですが中間温帯林が残っています。かつてはもっと広大な面積であったのでしょう。しかし、
伐採しやすい場所は伐採されたので、今はスギやヒノキの植林になっているのです。（土永：二
〇一五、三頁） 
  
 こうした、かつての紀南の森がまとまって残されている場所は、いまはほとんどない。その意味で
は、紀南地域の自然保護は、まったく成功してはいなかった。 
 南方は、神島の天然記念物指定を求める自身の運動について、その成就のあとで、いささか醒めた
感慨を語ったことがある。 
  
この島の草木を天然記念物に申請したのも、この島に何たる特異の珍草木あってのことにあら
ず。こ の田辺湾固有の植物は、今や白浜辺の急変で多く全滅し、または全滅に近づきおる。し
かるに、この島 には一通り田辺湾地方の植物を保存しあるから、後日までも保存し続けて、む
かしこの辺固有の植物は 大抵こんな物であったと知らせたいからのことである。（「新庄村合併
について」一九三六年、全集六巻一八八頁） 
  
 こうしてみると南方は、壮年で神社合祀反対運動に乗り出した明治末年から、自身の晩年にあたる
昭和十年代まで、神社の廃止にともなう生態系の喪失を歎き続けていたことになる。 
 人間の生活により自然環境が保全されていない都市圏（南方が後半生を過ごした田辺町は、近世に
は城下町だった）でも、生活の舞台ではない神社林にだけは、地域の潜在植生がよく保たれることが
あり、実際に南方はキノコや粘菌、地衣といった環境の変化に敏感な隠花植物を神社林で採集してい
た。そうした場が、二〇世紀に入って急速に損壊され、失われはじめていること、それらを維持する
ことは、同時に地域社会の伝統に根ざした生活のありかたを尊重し、保全することであること、そし
て、自分の意図や努力にもかかわらず、自然生態系と人間社会との関係は、彼の眼前で変貌を遂げつ
つあること、それらのすべてに、南方は自覚的であったのだろう。多年多世代にわたり人間が共存を
続けてきた生態系の保全は、人間との共存であり、自然に対する人間社会の態度の問題である、とい
う教訓を、南方の失敗した自然保護運動は先駆的に示唆しているといえよう。 
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